


水供給（約 0.2m3）後の再沸騰までの時間は約 27 時間である。 

 

表-1 高放射性廃液の保有状態（ガラス固化処理運転中） 

 

 

２．蒸発乾固への対処の基本方針 

津波の襲来等によりガラス固化技術開発施設（TVF）において全動力電源喪失が発生した

場合は、直ちに所定の運転停止操作を行うとともに、保有する高放射性廃液の蒸発乾固を

防ぐため、速やかに未然防止策及び遅延対策を実施する。 

また、高放射性廃液を高放射性廃液貯蔵場（HAW）に返送することで一元管理が可能とな

るが、未然防止対策及び遅延対策に使用する可搬型設備や作業性に比べ、移送設備のほか、

ユーティリティ、両腕型マニプレータ等、多くの設備を用いる必要があり、対応が複雑と

なり時間も要することから、常駐している運転員で初動対応及び TVF 施設内対応が進めら

れる未然防止策及び遅延対策を優先し、返送については、事故の収束後に、HAW を取り扱

う設備で確実に作業可能か確認を終えた後に実施することが安全性、合理性の観点から望

ましいと判断した。詳細は以下に示す。 

ガラス固化技術開発施設（TVF）では，ガラス固化処理運転中は 5班 3交替（1班 10 名）

の勤務体制であり，受入槽，回収液槽，濃縮液槽，濃縮液供給槽及び濃縮器に保有する高

放射性廃液の蒸発乾固の対処は，10 名の運転要員により施設内の資源等を活用した事故対

処を行う。 

ガラス固化処理運転中，濃縮器では，約 7 時間/日の頻度で高放射性廃液の蒸発濃縮操

作を行っており，この濃縮操作中は高放射性廃液が沸騰状態である。この濃縮操作中に全

動力電源喪失が起こった場合，津波到来までの時間に停止操作として施設内に保有する純

水を給水（約 0.2m3）するためのバルブ開閉操作を実施する。これにより再沸騰までの時

間（約 27時間）を確保する。 

さらに，濃縮液槽，濃縮液供給槽は貯槽裕度が小さく，給水できる量が少ないことから，

遅延対策に期待できない。よって，津波が引いた後，10 名の運転要員により，冷却ジャケ
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３．対策分類 

未然防止対策及び遅延対策では，使用する事故対処設備及び使用資源に応じて，

以下の通り分類する。分類結果を表 1に示す。 

(1)使用設備による分類

＜未然防止対策①＞恒設設備により崩壊熱除去機能を回復させる対策

恒設設備（１次冷却水系統及び２次冷却水系統）を稼働させるための電力及

び水の供給を可搬型設備から受けるが，定常時に近い状態でかつ最も安定し

た状態に回復可能な対策であり，事故対処の基本とする対策。 

＜未然防止対策②A 及び②B＞可搬型設備等により崩壊熱除去機能を維持する対

策 

可搬型チラー，エンジン付きポンプ等の可搬型設備により 1 次冷却水系統

や貯槽毎の冷却コイルでループを構築し冷却した水を再度給水し，高放射性

廃液を 60℃以下に冷却する 

＜未然防止対策③＞エンジン付きポンプ等により崩壊熱除去機能を維持する対

策 

エンジン付きポンプ等の可搬型設備によりワンスルー方式で一次冷却コイ

ルへ給水し，高放射性廃液を 60℃以下に冷却する

＜遅延対策①＞可搬型設備（エンジン付きポンプ等）による遅延対策 

エンジン付きポンプ及び消防ポンプ車等により，施設内水源又は所内の水源

から，受入槽等へ直接注水する対策 

（2）使用資源による分類

対策に必要な資源は，タンクトレーラ等を新たに所内に配備して確保する。

また，所内の既設設備（水・燃料）及び自然水利については，起因事象による

被災状況を確認の上，利用可能な場合は使用する。 

・タンクトレーラ等（水・燃料）：未然防止対策①②A②B，遅延対策①

・純水貯槽（水）：遅延対策①（直接注水用）

・所内既設設備（水・燃料）及び自然水利：

未然防止対策①-1,①-2 

未然防止対策②A-1,②B-1,②A-2,②B-2 

未然防止対策③,③-1,③-2 

遅延対策①,①-1 
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４．事故対処フローの考え方 

地震発生から事故対処を開始するまでの事故対処フローを図 1 に示す。また，基

本的な事故対処選定フローを図 1-1 及び図 1-2 に示す。 

地震発生後，設備（移動式発電機からの給電系統，水及び燃料の保管設備など）の

被災状況及び要員の参集状況から，事故選定フロー（図 1-3 及び図 1-4 参照）に従

い，未然防止対策①または未然防止対策②A，②Bを選定する。 

事故対処フローの考え方における前提条件を以下のとおりとする。 

・事故対処に必要な資源として 7 日間の燃料（HAW 施設と共用する移動式発電機

からの給電に必要な燃料等は除く）を約 1 m3確保する（未然防止対策①）。 

・事故対処に必要な資源として 7 日間の燃料（HAW 施設と共用する移動式発電機

からの給電に必要な燃料等は除く）を約 3 m3確保する（未然防止対策②）。 

・事故対処に必要な資源として 7日間の水源を約 184 m3確保する。（未然防止対

策①）。 

・事故対処に必要な資源として 7日間の水源を約 10 m3確保する。（未然防止対策

②）。 

・車両を除く可搬型の動的機器は単一故障を考慮する。 

・事象発生後 7日後には外部支援が得られるものとする。 

 

４.１事故対処の基本形 

事故対処の基本形としては，３.項に示すとおり，最も安定した状態を持続できる

対策である未然防止対策①を所内にある資源のみを用いて 7 日間（外部支援に期待

しない期間）継続して実施し，7日経過後，外部支援により水及び燃料等の供給がな

されることを想定する。 

事故対処開始から事故収束までの基本形を下図に示す。 

 

 

４.２事故対処の基本形ができない場合の対処 

４.２.１未然防止対策①が実施できない場合 

未然防止対策①が実施できない原因として，移動式発電機からの給電系統が損

傷し，それを短期間で補修できない場合，又は未然防止対策①を実施する要員が

確保できない場合が考えられる。この場合は，電源供給が不要で少人数で実施可

能な未然防止対策②A,②B に着手する。この際はタンクトレーラ等に確保してい
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る水及び燃料を使用し，未然防止対策②A,②Bを 7 日間（外部支援に期待しない期

間）実施する。7日経過後，外部支援により水及び燃料等の供給がなされることを

想定する。また，給電系統の損傷が原因の場合は補修を行い，未然防止対策①を実

施できる条件が整いしだい，より安定な対策である未然防止対策①に移行する。

事故対処開始から事故収束までの概念を下図に示す。 

 

 

 

上記の判断を行う際の具体的な基準について以下に示す。 

（１）未然防止対策①ができず未然防止対策②A,②B を行う際の定量的基準 

(1)-1 移動式発電機からの給電系統を短期間で補修できない場合（損傷の状

態から予め確保している予備品や補修材等を用いた対応ができないと判断さ

れる場合） 

短期間で補修できない場合とは未然防止対策②A,②B の実行までに要する

時間（約 12 時間以内）にケーブル等の補修ができない場合を言う。 

約 12時間以内に補修の完了が見込めない場合は未然防止対策②A,②Bの準

備に着手し可搬型冷却設備，エンジン付きポンプを使用した対策を実施する。

なお，ケーブル等の補修は未然防止対策②A,②B が成立している際に並行し

て行うことを想定する。 

(1)-2 要員が確保できない場合 

要員の招集は，事故対処に必要なスキルを有している者と必要な人数との

組み合わせが約３倍となるように再処理施設を中心とした半径１２ km を招

集対象とている。このため招集する要因に不足が生じることは考え難いが，

不確かさを考慮し未然防止対策①に必要な要員 10 名（HAW 施設と供用の移動

式発電機等の操作に必要な要員 29 名を除く）が 7時間以内に確保できない場

合は未然防止対策②A,②B を実施する（補足資料-2 参照）。 

 

（２）未然防止対策②A,②B 実施後に未然防止対策①へ移行する際の定量的基準 

(2)-1 移動式発電機からの給電系統の補修が完了した場合 

給電系統の補修が完了し，導通測定及び絶縁抵抗測定に異常がない場合は

最も安定した状態を持続できる対策である未然防止対策①へ移行する。 
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(2)-2 要員が確保できた場合 

未然防止対策①に必要な要員 10 名（HAW 施設と供用の移動式発電機等の操

作に必要な要員 29 名を除く）の確保が完了されしだい未然防止対策①へ移行

する。 

 

４.２.２未然防止対策①及び②A,②B の両対策ともに実施できない場合 

未然防止対策①及び②A,②B の両対策ともに実施できない要因として，次のこと

が考えられる。移動式発電機からの給電系統を短期間で補修できない場合かつ要

員が確保できない場合に加えて可搬型冷却設備の単一故障が重畳する様な場合で

ある。これらの要因により未然防止対策①及び②A,②B の対策ができない場合は，

未然防止対策③を実行する。 

タンクトレーラ等により確保される水の量では，未然防止対策③を 7 日間継続

するために必要な量の水に不足が生じることから，所内の他の水源からの取水準

備や自然水利からの取水準備を並行して進めつつ水源の状況に応じて③-1 又は

③-2 へ移行する。併せて給電系統の補修及び故障した可搬型事故対処設備の修理

を進め，それらの補修等が完了し，移行条件が整いしだい未然防止対策①又は②

A,②B へ移行する。7日間経過後は，外部支援により水及び燃料等の供給がなされ

ることを想定する。事故対処開始から事故収束までの概念を下図に示す。 

 

 

 

（１）未然防止対策①及び②A,②B が両方ともに実施できず未然防止対策③を行

う際の定量的基準（以下の(1)-1，(1)-2 及び(1)-3 の全てが成立した時点） 

(1)-1 移動式発電機からの給電系統を短期間で補修できない場合 

４.２.１未然防止対策（１）-1 が実施できない場合と同様 

(1)-2 要員が確保できない場合 

４.２.１未然防止対策（１）-2 が実施できない場合と同様 

(1)-3 可搬型冷却設備の単一故障の場合 

 

（２）未然防止対策③から未然防止対策③-1 又は③-2 へ移行する際の定量的基準 

未然防止対策③はワンスルー方式にて受入槽等の冷却コイルに供給する対
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策である。7日間継続するためには約 340 m3の大量に水が必要であることか

ら，所内の水源を確保する。所内水源においては当該貯槽の残量が約 20 m3

（約 8 時間対策継続可能）を下回った段階で次に取水する所内水源のからの

系統を構築する。また，使用可能な所内水源を全て使用した後は，自然水利

からの取水である未然防止対策③-2 へ移行する。この際，原則としてタンク

トレーラ等の水は未然防止対策①又は②A,②B の対策が可能となった場合に

備え確保しておく。 

 

（３）未然防止対策③又は③-1 から未然防止対策①へ移行する際の定量的基準

（以下の(3)-1，(3)-2 及び(3)-3 の全てが成立した時点） 

(3)-1 移動式発電機からの給電系統の補修が完了した場合 

４.２.１（２）-1 と同様 

(3)-2 要員が確保できた場合 

４.２.１（２）-2 と同様 

(3)-3 可搬型冷却設備の単一故障の補修が完了した場合 

 

４.２.３検討している事故対処設備が整備されるまでの期間の事故対処の考え方（未然

防止対策①-1 から開始する場合） 

未然防止対策①-1 又は①-2 を行う。これらの対策ができない場合は，未然防止対

策③-1 及び③-2を実施し，状況に応じて遅延対策①を実施する。 

未然防止対策①-1 又は①-2 が実施できない原因として，移動式発電機からの給電

系統を短期間で補修できない場合，要員が確保できない場合又は所内の水，燃料が

使用できない場合が考えられる。 

外部支援による水及び燃料の供給がなされた後には，未然防止対策①-1に移行し，

最も安定した状態に回復させる。事故対処開始から事故収束までの概念を下図に示

す。 

 

【未然防止対策①-1，①-2 から遅延対策を行う場合（受入槽等初期液温 35℃）】 
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【未然防止対策③-1，③-2 から遅延対策を行う場合（受入槽等初期液温 60℃）】 

 

 

（１）未然防止対策①-1 ができない場合 

(1)-1 移動式発電機からの給電系統を短期間で補修できない場合 

４.２.１未然防止対策①が実施できない場合と同様 

(1)-2 要員が確保できない場合 

４.２.１未然防止対策②A,②B が実施できない場合と同様 

(1)-3 所内水源からの取水ができない場合 

津波の遡上域（T.P.+15 m 以下）に配置されている所内水源においては津

波の影響を考慮して高台（T.P.+15 m 以上）にある水源から使用することを

基本とする。使用する水の必要量は恒設設備の冷却塔に補給する水として約

1.1 m3/h である。また，冷却コイルにワンスルー方式で供給する場合では約

2 m3/h となる。使用可能な所内水源を全て使用した後は，自然水利からの取

水である未然防止対策①-2 又は未然防止対策③-2 へ移行する。 

(1)-4 所内燃料の確保が少ない場合 

所内燃料においては津波の影響がない高台（T.P.+15 m 以上）にある燃料

タンクから使用することを基本とする。未然防止対策①-1を 7 日間行うため

に必要な燃料の使用量（約 1.2m3（HAW 施設と共用する移動式発電機からの給

電に必要な燃料等は除く））に対して，確保した燃料の容量がそれ以下の場合

は未然防止対策③-1 又は③-2 に移行する 

 

（２）未然防止対策①-1 ができず未然防止対策①-2 を行う際の定量的基準 

(2)-1 所内水源からの取水ができない場合 

４.２.３（１）-1 所内水源からの取水ができない場合と同様 

 

（３）未然防止対策①-2 ができず未然防止対策③-2 を行う際の定量的基準 

(3)-1 移動式発電機からの給電系統を短期間で補修できない場合 

４.２.１未然防止対策①が実施できない場合と同様 

(3)-2 要員が確保できない場合 

４.２.１未然防止対策②A,②B が実施できない場合と同様 

(3)-3 所内水源からの取水ができない場合 

４.２.３（１）-3 所内水源からの取水ができない場合と同様 
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(3)-4 所内燃料の残量が少ない場合 

４.２.３（１）-4 所内燃料の確保が少ない場合と同様 

 

（４）未然防止対策③-1 から未然防止対策③-2へ移行する際の定量的基準 

未然防止対策③-1 及び③-2 はワンスルー方式にて受入槽等の冷却コイル

に供給する対策である。7日間継続するためには約 340m3の大量に水が必要で

あることから，所内水源においては当該貯槽の残量が約 20 m3（約 8時間対策

継続可能）を下回った段階で次に取水する所内水源のからの系統を構築する。

また，使用可能な所内水源を全て使用した後は，自然水利からの取水である

未然防止対策③-2 へ移行する。 

 

（５）未然防止対策③-1 又は③-2 から未然防止対策①-1 又は①-2 へ移行する際

の定量的基準 

① 移動式発電機からの給電系統の補修が完了した場合 

４.２.１（２）-1 と同様 

② 要員が確保できた場合 

４.２.１（２）-2 と同様 

③ 外部支援の資源が確保できた場合 

未然防止対策①-1 に移行し，最も安定した状態に回復させる。 

 

（６）所内の資源（水及び燃料）の採取量が対策の継続に必要な量以下の場合は

遅延対策①-1 を実施する 

遅延対策①-1 を実施することにより沸騰に至る時間余裕を確保できる。 

 

 

なお，上記の各対策の切り替え時の条件については，使用する水，燃料の残量，切り

替えに要する時間等の定量性を考慮して設定する。また，使用する設備，資源，アクセ

スルート等の状況及び要員の参集状況に応じて，各対策の所要時間がタイムチャートに

示す時間を大幅に上回る場合には，所要時間を考慮して，対策の実施順序を判断する。 

 

５．事故対処に使用する主要設備 

各事故対処に使用する主要設備を表 2に，各事故対処の概要図を図-2～図-16 に示

す。 

 

以 上 
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表
１

 
対

策
概

要
 

   

対
 

策
 

対
策

概
要

 
使

用
す

る
燃

料
 

使
用

す
る

水
源

 

ﾀ
ﾝ
ｸ
 

ﾄﾚ
ｰ

ﾗ
等

 
所

内
 

(燃
料

) 
ﾀ
ﾝ
ｸ
 

ﾄﾚ
ｰ

ﾗ
等

 
所

内
 

(水
源

) 
自

然
 

水
利

 

未
然

防
止

対
策

 

①
 

移
動

式
発

電
機

を
起

動
し

既
設

の
冷

却
塔

及
び

冷
却

水
の

循
環

ポ
ン

プ
に

給
電

す
る

。
既

設
の

冷

却
塔

に
補

給
水

を
給

水
す

る
。

タ
ン

ク
ト

レ
ー

ラ
等

に
保

管
す

る
水

及
び

燃
料

を
使

用
す

る
。

 
〇

 
-
 

〇
 

-
 

-
 

①
-
1 

未
然

防
止

対
策

①
に

お
い

て
，

タ
ン

ク
ト

レ
ー

ラ
等

の
水

及
び

燃
料

が
使

用
で

き
な

い
場

合
は

，
利

用

可
能

な
所

内
の

水
及

び
燃

料
を

使
用

す
る

。
 

-
 

〇
 

-
 

〇
 

 -
 

①
-
2 

未
然

防
止

対
策

①
-1

に
お

い
て

，
利

用
可

能
な

所
内

の
水

の
確

保
が

困
難

な
場

合
は

，
自

然
水

利

を
使

用
す

る
。

 
-
 

〇
 

-
 

-
 

〇
 

②
A

,②
B

 
移

動
式

発
電

機
が

使
用

で
き

な
い

場
合

は
，

冷
却

コ
イ

ル
に

給
水

し
た

冷
却

水
を

可
搬

型
冷

却
設

備

に
よ

り
冷

却
し

て
循

環
す

る
。

タ
ン

ク
ト

レ
ー

ラ
等

に
保

管
す

る
水

及
び

燃
料

を
使

用
す

る
。

 
〇

 
-
 

〇
 

-
 

-
 

②
A

-
1
,②

B
-
1 

未
然

防
止

対
策

②
A

,②
B

に
お

い
て

，
タ

ン
ク

ト
レ

ー
ラ

等
の

水
及

び
燃

料
が

使
用

で
き

な
い

場
合

は
，

利
用

可
能

な
所

内
の

水
及

び
燃

料
を

使
用

す
る

。
 

-
 

〇
 

-
 

〇
 

-
 

②
A

-
2
,②

B
-
2 

未
然

防
止

対
策

②
A

-
1
，

②
B

-
1

に
お

い
て

，
利

用
可

能
な

所
内

の
水

の
確

保
が

困
難

な
場

合
は

，

自
然

水
利

を
使

用
す

る
。

 
-
 

〇
 

-
 

-
 

〇
 

③
 

冷
却

コ
イ

ル
に

給
水

し
た

冷
却

水
を

冷
却

せ
ず

に
排

水
す

る
。

利
用

可
能

な
所

内
の

水
及

び
タ

ン
ク

ト
レ

ー
ラ

等
に

保
管

す
る

燃
料

を
使

用
す

る
。

 
〇

 
-
 

-
 

〇
 

-
 

③
-
1 

未
然

防
止

対
策

③
に

お
い

て
，

タ
ン

ク
ト

レ
ー

ラ
等

の
燃

料
が

使
用

で
き

な
い

場
合

は
，

利
用

可
能

な

所
内

の
燃

料
を

使
用

す
る

。
 

-
 

〇
 

-
 

〇
 

-
 

③
-
2 

未
然

防
止

対
策

③
-1

に
お

い
て

，
利

用
可

能
な

所
内

の
水

の
確

保
が

困
難

な
場

合
は

，
自

然
水

利

を
使

用
す

る
。

 
-
 

〇
 

-
 

-
 

〇
 

遅
延

対
策

 

①
 

施
設

内
水

源
又

は
タ

ン
ク

ト
レ

ー
ラ

等
に

保
管

す
る

水
及

び
燃

料
を

活
用

し
，

受
入

槽
等

に
直

接
注

水
す

る
。

 
〇

 
-
 

〇
 

-
 

-
 

①
-
1 

遅
延

対
策

①
に

お
い

て
，

施
設

内
水

源
又

は
タ

ン
ク

ト
レ

ー
ラ

等
に

保
管

す
る

水
及

び
燃

料
が

不
足

す
る

場
合

は
，

利
用

可
能

な
所

内
の

水
及

び
燃

料
を

使
用

す
る

。
 

-
 

〇
 

-
 

〇
 

-
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表
２

 
事
故

対
処
に

使
用
す
る

主
要

設
備
 

 

 

<156>











1/
2 

 ガ
ラ
ス
固

化
技

術
開
発
施
設
（T

V
F
）
に
係
る
地
震
・津

波
に
対

す
る
対

応
 

事
 
象

 
機
能
喪
失
範
囲

 

設
計
地
震
動
・
設
計

津
波

 
・
電
源
設
備
（特

高
変

電
所
，
第
２
中
間
開
閉
所
） 

・
所
内
の
水
源
及
び
燃
料
（被

災
状
況
に
応
じ
て
利
用
可
能
な
場
合
は
使
用
す
る
） 

・
設
計
津
波
の
遡
上
に
よ
る
津
波
ガ
レ
キ
の
発
生

 

 

対
策

実
施

ま
で

の
対

応

の
概
要

 

地
震
が
発
生
し
茨
城
県
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
，
当
直
の
危

機
管
理
課
統
括
者
に
よ
り
構
内
放
送
等
に
よ
り
従
業
員
に
避
難
指
示
が
発

令
さ
れ
る
。
ま
た
，
消
防
班
常
駐
隊
は
消
防
車

2
台
，
資
機
材
運
搬
車
及
び
救
急

車
の
計

4
台
を
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
移
動
す
る
。

 

ま
た
，
現

地
対
策
本

部
構
成
員
及
び
現

場
指
揮
所

構
成
員

(再
処

理
施
設

 
現
場
対

応
要
員

)は
，
召

集
の
指

示
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
，
自

ら
の
安
全

を
確
保

の
う
え
核
サ

研
南
東

地
区
に
参

集
す
る
。
こ
の

際
，
正
門
及
び
田

向
門

は
津

波
に
よ
り
浸

水

す
る
可

能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
，
南
東
門
を
使
用
す
る
。
な
お
，
再
処
理
施
設
の
現
場
対
応
要
員
に
お
い
て

1
2 
㎞
圏
内
の
居
住
者
は
約

10
0
名
で
あ
り
，
参
集
に
要
す
る
時
間

(最
終
者
到
着
時
間

)は
徒
歩
換
算

(時
速

4
㎞

)で
4
.2
時
間

と
見
込

ま
れ
る
。

 

核
サ
研
南
東
地
区
に
集
合
し
た
時
点
か
ら
人
員
点
呼
を
行
い
，
必
要
な
要
員
が
確
保
さ
れ
次
第
，
地
層
処
分
基
盤
研
究
施
設
内
の

2
階
に
現
地
対
策
本
部
を
設
置
す
る
。
ま
た
，
再
処
理
施
設
の
現
場
対
応
要
員
は
同
施
設

内
の
会

議
室

等
で
役

割
分

担
に
係

る
班
編
成

を
行

う
と
も
に
，
分
離
精

製
工
場

(M
P
)制

御
室
の

当
直
長

と
衛
星
電
話

等
に
よ
り
状

況
を
確

認
す
る
。
そ
の
後

，
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
転
換
技
術
開

発
施
設
駐
車

場
に
現
場
対
応

要
員
を
配
置
し
，
ガ
ラ
ス
固
化

技
術
開

発
施

設
(T

V
F
)の

未
然

防
止
対
策
を
行
う
た
め
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
認
と
確
保
を
実
施
す
る
。
こ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
次
第
，
要
員
数
に
応
じ
て
未
然
防
止
対
策
①
又
は
②
を
実
施
す
る
。

 

 

対
 
策

 
事

故
対

処
の

概
要

 
必
要
要
員
数
／
ス
キ
ル

 

（
下
線
は

H
A

W
共
有
分
） 

必
要
資
源

 

（
H

A
W
共
有

分
除
く
） 

主
な
事
故
対
処
設
備

 

（
下
線
は

H
A

W
共
有
分
） 

対
策

実
行
時

間
 

（
詳

細
は

タ
イ
ム
チ
ャ

ー
ト
参

照
） 

濃
縮

器
へ

の
給

水
（

事

故
時

の
停

止
操

作
）
 

【
対
策
概
要
】
 

・
施
設
内
水
源
（
純
水
）
を
用
い

て
運
転

中
（

沸
騰

状
態
）
の

濃
縮

器
へ

水
を
供

給
し
発

熱
密

度
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
で
沸
騰
到
達
時
間

を
延
ば

す
方
法

。
 

【
使
用
設
備
の
分
岐
】
 

・
施
設
内
水
源
を
用
い
て
、
純
水

設
備
よ

り
バ
ル

ブ
操
作
等

に
よ

り
供

給
を
行

う
。
 

［
要
員
数
］
 

4
名
 

 

［
ス
キ
ル
］
 

 

［
水
］
 

 
-
 

［
燃
料
］
 

 
-
 

 

[
可
搬
型
設
備
] 

・
空
気
ボ
ン
ベ
〔
1
台
〕
 

 
[
恒
設
設
備
] 

・
純
水
設
備
系
統
 

 

約
2
0
分

 

 

未
然

防
止

対
策

①
 

【
対
策
概
要
】 

・
移
動
式
発
電
機
を
用
い
た
恒
設
設

備
へ

の
電
源

供
給
に
よ
る
冷

却
機

能
維
持

を
図

る
対

策
。

 

・
可
搬
型
設
備
で
供
給
す
る
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
（
水

及
び
電

源
）
は

7
日

間
維

持
で
き
か
つ
，
こ
れ

を
超
え
る

期
間

は
外

部
支

援
又

は
所

内
資

源
に
よ
り
機

能
維

持
を
図

れ
る
場

合
に
，
事

故
対

処
（
崩

壊
熱

除
去

機

能
の
維
持
）を

安
定
し
て
継
続
で
き
る
と
判

断
す
る
。

 

 【
使
用
設
備
の
分
岐
】 

・
２
次
系
冷
却
設
備
の
冷
却
塔
へ

の
水
の

補
給
を
消

防
ポ
ン
プ
車

ま
た
は

エ
ン
ジ
ン
付
き
ポ
ン
プ
を
用
い
て

行
う
。
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
が

整
備

さ
れ

て
お
り
，
消

防
ポ
ン
プ
車

が
走

行
で
き
る
場

合
は

消
防

ポ
ン
プ
車

を

用
い
る
。

 

［
必
要
要
員
数
］ 

1
0
名
（
H

A
W
共
有
分
除
く
） 

 

［
ス
キ
ル
］ 

・
消
防
ポ
ン
プ
車
の
運
転

 

・
移
動
式
発
電
機
の
運
転

 

・
1
次
系
冷
却
設
備
の
運
転

 

・
2
次
系
冷
却
設
備
の
運
転

 

・
重
機
操
作

 

［
水
］ 

約
1
8
5
 m

3  

［
燃
料
］ 

約
1
 m

3  

[可
搬
型
設
備

] 

・
移
動
式
発
電
機
〔1

台
〕  

・
消
防
ポ
ン
プ
車
又
は
エ
ン
ジ
ン
付
き
ポ
ン
プ
〔
計

4
台
〕 

・
組
立
水
槽
〔
3
槽
〕 

・
ホ
ー
ス
等
〔一

式
〕
→
約

1
2
00

 m
 

[常
設
設
備

] 

・
緊
急
電
源
接
続
系
統

 

[恒
設
設
備

] 

・
1
次
系
及
び

2
次
系
冷
却
設
備
（
恒
設
） 

約
1
0
時

間
 

補
足

資
料

-
1 
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2/
2 

 

対
 
策

 
事

故
対

処
の

概
要

 
必
要
要
員
数
／
ス
キ
ル

 

（
下
線
は

H
A

W
共
有
分
） 

必
要
資
源

 

（
H

A
W
共
有

分
除
く
） 

主
な
事
故
対
処
設
備

 

（
下
線
は

H
A

W
共
有
分
） 

対
策

実
行
時

間
 

（
詳

細
は

タ
イ
ム
チ
ャ

ー
ト
参

照
） 

未
然

防
止

対
策

②
A
、

②
B

 

【
対
策
概
要
】 

・
各
貯
槽
ご
と
に
、
仮

設
設
備
に
よ
る
冷

却
機

能
維

持
を
図
る
対

策
（
エ
ン
ジ
ン
付

き
ポ
ン
プ
等

に
よ
り
冷
却

コ
イ
ル
へ
可
搬
型
冷
却
設
備
を
用

い
た
ル

ー
プ
方
式

の
系
統

を
構
築

し
給

水
を
行

う
）
。

 
 【
使
用
設
備
の
分
岐
】 

・
濃
縮
器
を
冷
却

す
る
系
統
、
濃
縮

液
槽

及
び
濃

縮
液

供
給

槽
を
冷

却
す
る
系

統
、
受

入
槽

及
び
回
収

液

槽
を
冷
却
す
る
系
統
で
構
成
す
る
（
3
ル

ー
プ
構

築
）
。

 

・
水

源
や

燃
料

の
裕

度
、
各

貯
槽

の
液

量
（
温

度
）
を
踏

ま
え
、
受

入
槽

及
び
回

収
液

槽
に
加

え
、
濃

縮

器
、
濃
縮
液
槽
、
濃
縮
液
供
給

槽
を
含

む
1
次

冷
却

系
統
を
循

環
す
る
系
統

を
構

成
す
る
（
1
ル

ー
プ
構

築
）
。

 

 

［
要
員
数
］ 

1
0
名
（
H

A
W
共
有
分
除
く
） 

 ［
ス
キ
ル
］ 

・
消
防
ポ
ン
プ
車
の
運
転

 

・
1
次
系
冷
却
コ
イ
ル
へ
の
接
続

 

・
可
搬
型
冷
却
設
備
の
運
転

 

・
重
機
操
作

 

［
水
］ 

約
1
0
 m

3  

［
燃
料
］ 

約
3
 m

3  

[可
搬
型
設
備

] 

・
可
搬
型
チ
ラ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
〔2

台
〕
 

・
消
防
ポ
ン
プ
車
又
は
エ
ン
ジ
ン
付
き
ポ
ン
プ
〔
計

4
台
〕  

・
組
立
水
槽
〔
3
槽
〕 

・
可
搬
型
発
電
機
〔2

台
〕 

・
ホ
ー
ス
等
〔一

式
〕
→
約

1
2
00

m
 

[恒
設
設
備

] 

・
1
次
系
冷
却
コ
イ
ル
（
恒
設
） 

約
1
3
時

間
 

未
然

防
止

対
策

③
 

【
対
策
概
要
】 

・
仮

設
設

備
に
よ
る
冷

却
機

能
維

持
を
図

る
対

策
（
エ
ン
ジ
ン
付

き
ポ
ン
プ
等

に
よ
り
冷

却
コ
イ
ル

へ
ワ
ン

ス
ル
ー
方
式
の
系
統
を
構
築
し
給

水
を
行
う
）
。

 

 

［
要
員
数
］ 

1
0
名
（
H

A
W
共
有
分
除
く
） 

 ［
ス
キ
ル
］ 

・
消
防
ポ
ン
プ
車
の
運
転

 

・
1
次
系
冷
却
コ
イ
ル
へ
の
接
続

 

・
重
機
操
作

 

 

［
水
］ 

－
※
 
m

3 

［
燃
料
］ 

約
1
 m

3 

 ※
ワ

ン
ス

ル
ー

方

式
の
た
め

 

[可
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操作項目 分類
訓練実績
有無

実績等により
推定可能

訓練により
確認

備考

10 移動式発電機用の緊急電源接続盤の切替作業 給電 〇 〇 ×

11 冷却塔電源系統切替(商用系⇒外部系)及び運転 給電 〇 〇 ×

12
2次冷却水循環ポンプの電源系統切替(商用系⇒外部系)及
び運転

給電 〇 〇 ×

13
水素掃気用空気圧縮機及び脱湿器の電源系統切替(商用
系⇒外部系)及び運転

給電 〇 〇 ×

14
100Vコンセント用分電盤の電源系統切替(商用系⇒外部
系)

給電 〇 〇 ×

15 水素掃気用可搬式ブロワの運転 給電 〇 〇 ×

16
1次冷却水ポンプの電源系統切替(商用系⇒外部系)及び運
転

給電 〇 〇 ×

17
回転機器の運転監視
受入槽等温度、液位監視
（冷却塔への給水含む）

給水 × × 〇

TVF未然防止対策① 2/2：移動式発電機からの給電及び恒設冷却塔での冷却（訓練実績整理表）
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操作項目 分類
訓練実績
有無

実績等により
推定可能

訓練により
確認

備考

1 周辺確認及びアクセスルート確認
(水源・燃料貯槽確認含む)

給電 × 〇 ×

2 重機によりアクセスルート確保
（南東地区-PCDF-TVF間ルート）

給電 × 〇 ×
重機操作訓練(R2.7 28)の実績から所要時間等
を推定可能

3 消防ポンプ車の要請（2台） 給電 × 〇 ×

4
燃料運搬
所内燃料⇒不整地運搬車(ドラム缶で運搬) ⇒移動式発電機、消防ポンプ車、
エンジン付きポンプ、重機に給油

給油 〇 〇 ×
タンクトレーラ等が配備され次第、手順書の
整備及び要素訓練を実施予定

5
移動式発電機からの給電
(ケーブル接続含む)

給電 〇 〇 ×
訓練実績(R元.6.27)があるため、要素訓練は不
要

6
TVFよりエンジン付きポンプ、組立式水槽、ホースを屋外へ
搬出

給水 × 〇 ×

7 エンジン付きポンプ、組立式水槽、ホースをTVF屋外に設置 給水 × × 〇

8
TVF屋上の冷却塔にエンジン付きポンプにより送水
（所内水源からTVFへの送水を含む）

給水 × × 〇

9 水素掃気用仮設配管の接続作業 給水 〇 〇 ×

TVF未然防止対策①-1(所内資源確保：水、燃料) 1/2
：移動式発電機からの給電及び恒設冷却塔での冷却（訓練実績整理表）

操作項目 分類
訓練実績
有無

実績等により
推定可能

訓練により
確認

備考

10 移動式発電機用の緊急電源接続盤の切替作業 給電 〇 〇 ×

11 冷却塔電源系統切替(商用系⇒外部系)及び運転 給電 〇 〇 ×

12
2次冷却水循環ポンプの電源系統切替(商用系⇒外部系)及び
運転

給電 〇 〇 ×

13
水素掃気用空気圧縮機及び脱湿器の電源系統切替(商用系⇒
外部系)及び運転

給電 〇 〇 ×

14 100Vコンセント用分電盤の電源系統切替(商用系⇒外部系) 給電 〇 〇 ×

15 水素掃気用可搬式ブロワの運転 給電 〇 〇 ×

16 1次冷却水ポンプの電源系統切替(商用系⇒外部系)及び運転 給電 〇 〇 ×

17
回転機器の運転監視
受入槽等温度、液位監視
（冷却塔への給水含む）

給水 × × 〇

TVF未然防止対策①-1(所内資源確保：水、燃料) 2/2
：移動式発電機からの給電及び恒設冷却塔での冷却（訓練実績整理表）
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操作項目 分類
訓練実績
有無

実績等により
推定可能

訓練により
確認

備考

1 周辺確認及びアクセスルート確認
(水源・燃料貯槽確認含む)

給電 × 〇 ×

2 重機によりアクセスルート確保
（南東地区-PCDF-TVF間ルート）

給電 × 〇 ×
重機操作訓練(R2.7 28)の実績から所要時間等
を推定可能

3 消防ポンプ車の要請（2台） 給電 × 〇 ×

4
燃料運搬
所内燃料⇒不整地運搬車(ドラム缶で運搬) ⇒移動式発電機、消防ポンプ車、エンジン付き
ポンプ、重機に給油

給油 〇 〇 ×
タンクトレーラ等が配備され次第、手順書の
整備及び要素訓練を実施予定

5
移動式発電機からの給電
(ケーブル接続含む)

給電 〇 〇 ×
訓練実績(R元.6.27)があるため、要素訓練は不
要

6
TVFよりエンジン付きポンプ、組立式水槽、ホースを屋外へ
搬出

給水 × 〇 ×

7 エンジン付きポンプ、組立式水槽、ホースを運搬、設置 給水 × × 〇

8
TVF屋上の冷却塔にエンジン付きポンプにより送水
（自然水利水源からの送水含む）

給水 × × 〇

9 水素掃気用仮設配管の接続作業 給水 〇 〇 ×

TVF未然防止対策①-2(資源確保：自然水利、所内燃料) 1/2
：移動式発電機からの給電及び恒設冷却塔での冷却（訓練実績整理表）

操作項目 分類
訓練実績
有無

実績等により
推定可能

訓練により
確認

備考

10 移動式発電機用の緊急電源接続盤の切替作業 給電 〇 〇 ×

11 冷却塔電源系統切替(商用系⇒外部系)及び運転 給電 〇 〇 ×

12
2次冷却水循環ポンプの電源系統切替(商用系⇒外部系)及び
運転

給電 〇 〇 ×

13
水素掃気用空気圧縮機及び脱湿器の電源系統切替(商用系⇒
外部系)及び運転

給電 〇 〇 ×

14 100Vコンセント用分電盤の電源系統切替(商用系⇒外部系) 給電 〇 〇 ×

15 水素掃気用可搬式ブロワの運転 給電 〇 〇 ×

16 1次冷却水ポンプの電源系統切替(商用系⇒外部系)及び運転 給電 〇 〇 ×

17
回転機器の運転監視
受入槽等温度、液位監視
（冷却塔への給水含む）

給水 × × 〇

TVF未然防止対策①-2(資源確保：自然水利、所内燃料) 2/2
：移動式発電機からの給電及び恒設冷却塔での冷却（訓練実績整理表）
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操作項目 分類
訓練実績
有無

実績等により
推定可能

訓練により
確認

備考

1 周辺確認及びアクセスルート確認
(水源・燃料貯槽確認含む)

給電 × 〇 ×

2 重機によりアクセスルート確保
（南東地区-PCDF-TVF間ルート）

給電 × 〇 ×
重機操作訓練(R2.7 28)の実績から所要時間等
を推定可能

3 消防ポンプ車の要請
（南東地区⇒Puセンター敷地内へ2台移動）

給電 × 〇 ×

4
燃料運搬
PCDF駐車場⇒不整地運搬車(ドラム缶で運搬) ⇒可搬型チラー発電機、消防ポンプ車、エン
ジン付きポンプ、重機に給油

給油 〇 〇 ×
タンクトレーラ等が配備され次第、手順書の
整備及び要素訓練を実施予定

5
TVFよりエンジン付きポンプ、組立式水槽、ホースを屋外へ
搬出

給水 〇 〇 ×

6
TVF内にエンジン付きポンプ、ホース、組立式水槽、可搬型
チラーの設置、接続 ※3

給水 × × 〇

7 TVF内に組立式水槽、給水用ポンプ、ホースの設置 給水 × 〇 ×

8
TVF屋外、転換駐車場にエンジン付きポンプ、組立式水槽を
設置 ※3 ※4

給水 × × 〇

9
消防ポンプ車の配置及びホース接続※4
（消防ポンプ車①：Puセンター敷地内、消防ポンプ車②：Puセン
ター敷地内守衛所付近）

給水 × × 〇

10
転換駐車場において、タンクトレーラ等から組立式水槽に水
を送水 ※3 ※4

給水 × × 〇

11
転換駐車場にてエンジン付きポンプを起動し、TVF屋外まで
水を送水 ※3 ※4

給水 × × 〇

12
TVF屋外のエンジン付きポンプを起動し、TVF屋内まで送水
※3 ※4

給水 × × 〇

13
TVF屋内の水供給ポンプを起動し、冷却水供給開始
※3

給水 〇 〇 ×

14
TVF屋外の可搬型チラーを起動し、冷却水の温度を維持
※3

給水 × × 〇

15 可搬型計測計器設置・監視 ※3 給水 × × 〇

未然防止対策②A：可搬型チラーによるループ式冷却（濃縮器、濃縮液槽、濃縮液供給槽）（訓練実績整理表）
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操作項目 分類
訓練実績
有無

実績等により
推定可能

訓練により
確認

備考

1
周辺確認及びアクセスルート確認
（水源・燃料貯槽確認含む）

給電 × 〇 ×

2
重機によりアクセスルート確保
（南東地区-PCDF-TVF間ルート）

給電 × 〇 ×
重機操作訓練(R2.7 28)の実績から所要時間等
を推定可能

3
消防ポンプ車の要請
（南東地区⇒Puセンター敷地内へ2台移動）

給電 × 〇 ×

4
燃料運搬
南東地区等(タンクトレーラ等)⇒不整地運搬車(ドラム缶で運搬) ⇒移動式発電
機、消防ポンプ車、エンジン付きポンプ、重機に給油

給油 〇 〇 ×
タンクトレーラ等が配備され次第、手順書の
整備及び要素訓練を実施予定

5
TVFよりエンジン付きポンプ、組立式水槽、ホース、可搬型
チラーを屋外へ搬出

給水 × 〇 ×

6 転換駐車場にエンジン付きポンプ、組立式水槽を設置 給水 × × 〇

7 消防ポンプ車2台の配置及びホース接続 給水 〇 〇 ×

8
タンクトレーラ等から消防ポンプ車を介し、転換駐車場に水
を送水

給水 × × 〇

9 一次冷却水配管の接続フランジ付替え 給水 〇 〇 ×

10
TVF内からTVF屋外までのエンジン付きポンプ、ホース、組
立式水槽、可搬型チラー塔の設置、接続

給水 × × 〇

11 TVF屋外から転換駐車場までホースを敷設・接続 給水 × × 〇

12
転換駐車場にてエンジン付きポンプを起動し、TVF屋外まで
水を送水

給水 × × 〇

13 TVF屋外のエンジン付きポンプを起動し、冷却水供給開始 給水 × × 〇

14 TVF屋外の可搬型チラーを起動し、冷却水の温度を維持 給水 × × 〇

15 可搬型計測計器設置・監視 給水 × × 〇

未然防止対策②B：可搬型チラーによるループ式冷却（受入槽等）（訓練実績整理表）
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操作項目 分類
訓練実績

有無
実績等により

推定可能
訓練により

確認
備考

1
周辺確認及びアクセスルート確認
（水源・燃料貯槽確認含む）

給電 × 〇 ×

2
重機によりアクセスルート確保
（南東地区-PCDF-TVF間ルート）

給電 × 〇 ×
重機操作訓練(R2.7 28)の実績から所要時間等
を推定可能

3
消防ポンプ車の要請
（南東地区⇒Puセンター敷地内へ2台移動）

給電 × 〇 ×

4
燃料運搬
南東地区等(タンクトレーラ等)⇒不整地運搬車(ドラム缶で運搬) ⇒移動式発電
機、消防ポンプ車、エンジン付きポンプ、重機に給油

給油 〇 〇 ×
タンクトレーラ等が配備され次第、手順書の
整備及び要素訓練を実施予定

5 消防ポンプ車（2台）の配置及びホース接続 給水

6
TVFよりエンジン付きポンプ、組立式水槽、ホースを屋外へ
搬出

給水 〇 〇 ×

7 一次冷却水配管の接続フランジ付替え 給水 〇 〇 ×

8
TVF内からTVF屋外までのエンジン付きポンプ、ホース、組
立式水槽の設置、接続

給水 × × 〇

9 TVF屋外から水源までホースを敷設・接続 給水 × × 〇

10 水源から消防ポンプ車を介して、TVF屋外まで水を送水 給水 × × 〇

11 TVF屋外のエンジン付きポンプを起動し、冷却水供給開始 給水 × × 〇

12 可搬型計測計器設置・監視 給水 × × 〇

TVF未然防止対策③：消防ポンプ車+エンジン付きポンプによるワンスルー式冷却
（受入槽等）（訓練実績整理表）
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操作項目 分類
訓練実績

有無
実績等により

推定可能
訓練により

確認
備考

[1] 施設内水源のみを使用する場合

1 資材準備移動 給水 × 〇 ×

2 給水配管のバルブ「閉」操作 給水 〇 〇 ×

3 組立式水槽、給水ポンプ、給水用ホースの設置 給水 〇 〇 ×

4 閉止配管へのカプラ取付 給水 〇 〇 ×

5 可搬型発電機の運搬、設置 給水 × × 〇

6 受入槽等への給水操作 給水 × × 〇

7 可搬型計測計器設置・監視 給水 × × 〇

[2] 施設外水源を使用するには以下を追加で実施

6 周辺確認及びアクセスルート確認
（水源・燃料貯槽確認含む）

給電 × 〇 ×

7 重機によりアクセスルート確保
（南東地区-PCDF-TVF間ルート）

給電 × 〇 ×
重機操作訓練(R2.7 28)の実績から所要時間等
を推定可能

8 消防ポンプ車の要請
（南東地区⇒Puセンター敷地内へ2台移動）

給電 × 〇 ×

9
燃料運搬
南東地区等(タンクトレーラ等)⇒不整地運搬車(ドラム缶で運搬) ⇒移動式発電機、消防ポン
プ車、エンジン付きポンプ、重機に給油

給油 〇 〇 ×
タンクトレーラ等が配備され次第、手順書の
整備及び要素訓練を実施予定

10 消防ポンプ車の配置、ホース接続 給水 × 〇 ×

11
TVFよりエンジン付きポンプ、組立式水槽、ホースを屋外へ
搬出

給水 × 〇 ×

12
TVF屋外及び転換駐車場にエンジン付きポンプ、ホース、組
立式水槽を設置

給水 × 〇 ×

13
タンクトレーラ等から消防ポンプ車を介し、転換駐車場に水
を送水

給水 × 〇 ×

14
転換駐車場にてエンジン付きポンプを起動し、TVF屋外まで
水を送水

給水 × 〇 ×

15 TVF屋外のエンジン付きポンプを起動し、TVF内に水を送水 給水 × × 〇

TVF遅延対策①：受入槽等への直接注水作業（訓練実績整理表）
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